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社会情勢の変化や時代の要請に応じて教育カリキュラムを柔軟に適応させ、

多様な人材供給に応えていくことができるように、長岡技術科学大学は、学部・大学院の改組を行います。

この改組により、複雑化・高度化する課題に対応する素養を持ち、

新たな産業分野を創出・牽引できる技術者を育成する教育をさらに強化します。

工学部の6課程を1課程（5分野）に、大学院修士課程の7専攻を1専攻（6分野）に、

大学院博士後期課程の4専攻を1専攻（4分野）に改編します。

これまでの課程、専攻の壁を取り払い、1課程、1専攻の中に基幹産業に対応した工学分野を配置することで、

複数の分野にまたがる境界領域や融合領域の学びを提供できるようになるなど、

軸となる専門分野をしっかりと身につけつつ、より多くの学びの希望に応えられるようにします。

データサイエンスやAIを有効活用でき、横断的・異分野融合的な知を

備えた「STEM人材」、さらに俯瞰的視野から社会変革に対応し、

マネジメント力を発揮できる「STEAM人材」を育成します。そのため

に、様々な工学分野と結びついてイノベーション創出の基盤となる情報

技術、技術の社会実装に必要な経済・経営に関する知識、さらに持続

可能で安心・安全な社会を実現するための環境、安全に関わる知識を

身につけるための教育を強化します。

現 在

大学院（工学研究科） 大学院（工学研究科）

修士課程 博士後期課程

改 組 後

※システム安全工学専攻、技術科学イノベーション専攻は今回の改組による変更はありません。

ハブ大学は持続可能な開発目標（SDGs）の17のゴールそれ

ぞれに関連する革新的な取組の模範となる大学として、世界

で１校のみが選ばれるもので、本学は日本を含む東アジア

から唯一の選出となります。本学は、産業と技術革新の基盤

形成をはじめ、持続可能な世界を実現するための取組を牽引

していきます。

長岡技術科学大学は、
世界で唯一の
SDGゴール９のハブ大学！

改 組 の 目 的

学部（工学部）の課程を一つに、

大学院（工学研究科）の専攻を一つにします

学部（工学部） 学部（工学部）

6 課程 7 専攻 4 専攻 1 課程 1 専攻 1 専攻修士課程 博士後期課程

After restructuringCurrent

SDGs達成に向けた、
「情報」「経済・経営」「環境」「安全」の
科目群導入

※学部・大学院修士課程・博士後期課程1年次への入学については令和4年度、学部3年次への編入学については令和6年4月に入学する方から対象です。

機械創造工学課程

電気電子情報工学課程

情報･経営システム工学課程

物質材料工学課程

生物機能工学課程

環境社会基盤工学課程

機械創造工学専攻

電気電子情報工学専攻

情報･経営システム工学専攻

物質材料工学専攻

生物機能工学専攻

環境社会基盤工学専攻

原子力システム安全工学専攻

情報・制御工学専攻
工学課程

材料工学専攻

エネルギー・環境工学専攻

生物統合工学専攻

機械工学分野
電気電子情報工学分野
情報・経営システム工学分野
物質生物工学分野
環境社会基盤工学分野

機械工学分野
電気電子情報工学分野
情報・経営システム工学分野
物質生物工学分野
環境社会基盤工学分野
量子・原子力統合工学分野

材料工学分野

エネルギー工学分野
情報・制御工学分野

社会環境・生物機能工学分野

情 報 環 境経 済・経 営

● データサイエンス ● 地球環境と技術● マクロ経済分析
● 経営工学概論 他

工学専攻 先端工学専攻

3、4年生

情 報 安 全経 済・経 営

● 機械工学情報特論
● 情報検索システム特論 他 ● 安全工学特論● 日本エネルギー経済論

● ベンチャー起業実践Ⅰ 他

学 部

● 情報処理概論 ● グローバル環境学概論● ミクロ経済分析1、2年生学 部

修 士

科目例

科目例

必修科目 選択必修科目

履修推奨科目 履修推奨科目履修推奨科目

履修推奨科目

1年次：80名
3年次編入：310名入学定員 1年次：80名

3年次編入：340名（30名増）入学定員404名入学定員 404名入学定員 30名（5名増）入学定員25名入学定員



環境・エネルギー
● ゼロエミッション
● 水素社会
● 自然エネルギー

メカトロニクス
● 自動運転
● 電気自動車
● 介護ロボット

スマートファクトリー
● IoT
● ナノテク
● ３Dプリンタ

機械工学分野 学部 修士

電気電子情報工学分野 学部 修士

各
分
野
の
特
色

機械工学分野

必修科目

選択科目

機械工学分野では、機械工学
を基盤とし、異分野融合により新
たな価値を創造します。

自己の専門分野（メジャー）に加えて、他分野（マイナー）科目を履修し、決められた要件を満たした場合にメジャー・マイナー

コースの修了を認定します。例えば、機械工学分野の学生がAIや数理データサイエンスの基礎知識を身につけたい場合、情報・

経営システム工学分野をマイナーとして学ぶことができます。マイナーとして学ぶ学生のために、各分野の基礎から応用まで

科目が準備されており、各自の基礎知識と特に学びたい内容に応じて科目を選択することができます。所定の単位を修得

すると、修了したマイナー分野が記載された卒業証明書が発行されます。

メジャー・マイナーコース

従来の工学分野に軸足を置きつつ、未踏分野や融合領域に果敢にチャレンジできる人材を育成するために、技術革新フロンティア

コースを新設します。このコースでは各自の専門分野（例えば機械工学）に所属したうえで、通常のメジャー・マイナーコースより広

い分野からマイナー科目を選ぶことができ、融合分野の基礎を身につけられます。また、このコース生を対象としたリベラルアーツ教育

により、STEAM人材に必要な素養も身につけます。通常の学生より早期に研究室に配属し、より実践的な研究開発が行えます。

技術革新フロンティアコース

新 設

新 設

電気電子
情報

機 械 物質生物

情 報・経 営

環境社会
基盤

融合領域の
イメージ例

スマート
コンストラクション

スマート
マニュファクチャリング

バイオ
メカトロニクス

応用化学

応用物理学

電気・電子
工学

経営工学

機 械 工 学

安全工学

物質
・生
物

量
子・
原
子力

機械工学

環境・社会

情
報・経

営

電子デバイス光波
制御工学
コース

情報通信
制御工学
コース

電気エネルギー
制御工学
コース

電 子

情 報電 気

自然との協調、多様な社会と
の和に根ざし電気・電子・情報
を中心に広がる工学分野

ソフトウェアとハードウェア
の双方から社会を
支える技術分野

IoT、ICT、AIを駆使して
異分野と連携･発展する
融合的な工学領域

メジャー・マイナーコース履修例

マイナー
（副分野）

情報・経営システム工学分野

● ヒューマンインタフェース工学
● 知覚情報処理
● データマイニング
● 人工知能論
● 環境経済学
● 経営システム学

● 情報と社会
● 人間工学とその応用
● 情報ネットワークとその応用
● データマネジメントとその応用基盤科目と

発展科目から
合わせて
10単位を修得メジャー

（主分野）

マイナー
科目

機械工学分野をメジャー、情報・経営システム工学分野をマイナーとした場合の履修イメージ

基盤科目 発展科目

教養科目

外国語
科目

IoT時代を支える電子機器は先端電子デバイスで構成され、そこに電力が供給され、そして高度な制御プログラムで動かされています。その全てを学ぶことが
できるのが電気電子情報工学分野の強みです。基礎的な科目から高度な専門科目までを系統的に開講し、周辺分野も俯瞰できる指導的技術者・研究者の養成
を目指しています。卒業生は電気電子機器の製造業・発送変電分野・情報サービス分野に限らず様々な業界での活躍が期待されます。

融合
領域

融合
領域

融合
領域

機械工学分野では、持続可能な社会の実現に資する技術者・研究者の養成を目的として、環境・エネルギー、メカトロニクス、スマートファクトリーの３コースを
設けています。機械工学の高い専門知識を柱とし、データサイエンスや情報科学、ナノテクノロジー、バイオテクノロジーなどの複合的・発展的研究を通じて、
これまでにない技術を創出し、国際的に活躍できる指導的技術者・研究者、社会の持続的発展に貢献できる人材の育成を目指しています。

学部1年次入学者から5名、
学部3年次編入学者から30名を予定コース生



物質生物工学分野

情報・経営システム工学分野

量子・原子力統合工学分野

環境社会基盤工学分野

現代社会で高まっている社会的ニーズに対応し、将来、破壊的イノベーションを実現できる優れた技術者・研究者を育成するために、教育研究の柱となる、
材料創成工学、資源活用工学、生体環境工学に分類します。学部では基礎科学の理解と先端研究に向けた導入教育を行い、修士課程修了までに、論理的に専門
的知識・技術を使いこなす高度な問題解決能力を身につけ、材料、生物資源、プロセスにおける最先端の動向を国際的俯瞰で多角的に習得することができます。

原子力・システム安全の専門知識を習得し、次世代核エネルギーと加速器・放射線に関する知識を備えることができる原子力安全、原子力技術、量子・放射線
に分類します。国際通用性を持つ高度な技術能力を身につけ、社会・地域の発展と問題解決に意欲を持って、社会に貢献できるような実践的・創造的能力
を備えた、国際的に活躍できる指導的技術者・研究者、社会の持続的発展に貢献できる人材の育成を目指しています。

各
分
野
の
特
色

建設工学に加え、環境関連のハード面及びソフト面の関連分野を強化、拡充することにより、環境社会基盤工学全般の基礎的な知識を修得するとともに、興味ある専門分野
を広く、深く継続的に学習できるようなカリキュラムになっています。社会・文化・経済活動を支える社会基盤施設を、環境との調和を図りつつ、適切に計画・設計・建設・維持
するための専門知識、巨大災害へも対応できる実践的・創造的能力を備えた、国際的に活躍しうる、社会の持続的発展に貢献できる人材の育成を目指します。

学部 修士 学部 修士

修士学部 修士

情報・経営システム工学分野では、超スマート社会構築と持続可能な発展を実現するために、数理・データサイエンスの素養を身につけ、システム開発、
データ分析、革新的技術・ビジネスモデルの創出、プロジェクト管理、経営戦略の策定と推進に欠かせない高度な専門性と創造的・実践的能力を
備えた、国際的に指導力を発揮できる高度IT人材・研究者・経営者、社会の持続的発展に貢献できる人材の育成を目指しています。

データ分析

システム開発

プロジェクト
管理

超スマート社会構築 社会の持続的発展

ヒューマン
インターフェース

AI

IoT ビジネスモデル
エネルギー
経済

経営戦略

数理・データサイエンス

● 最先端材料
● 機能性材料
● マテリアルズイノベーション
● 分子～ナノ構造制御
● 新物質合成
● 環境調和プロセス

● 天然資源
● 再生可能エネルギー
● 再資源化
● 微生物×化学×バイオマス
● グリーンテクノロジー
● 脱炭素エネルギー

● 医療
● 情報
● スマートセルインダストリー
● センシングマテリアル
● 生体ナノマシン
● タンパク質設計

材料創成
工学

資源活用
工学

生体環境
工学

社会ニーズ 社会貢献

機械・制御・材料

化学
・生
物・
土
木

電
気・電

子・情

報

原子力
安全

量子
放射線

原子力
技術

材料
構造設計

環境
医工連携

加速器
新エネルギー

環境問題

持続可能な発展目標
（SDGs）

● 温暖化ガス削減
● 核燃料サイクル
● 廃炉技術
● 環境モニタリング

排出を減らす

エネルギー問題

安全・安定無尽蔵の
エネルギー源

● 原子炉新技術
● 核燃料科学
● 核融合研究

エネルギーをつくる

防災・長寿

生命と
暮らしを守る

● 診断と治療
● 農業品種改良
● 工業生産利用
● 安全セキュリティ

放射線を操る

アプローチ

● 地盤工学
● 道路工学
● 都市計画学

● 鋼構造学
● コンクリート工学
● 交通計画学

● 水文・気象学
● 環境衛生工学
● 環境材料工学

社会基盤
デザイン

社会基盤
マネジメント

環境
マネジメント

防災システム

レジリエントかつ
サステナブルな社会の発展を担う
実践的・指導的技術者・研究者

の養成
● 地盤防災工学　● 水工学
● 地震防災・災害軽減工学
● 地域防災計画学
● リモートセンシング工学
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